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1. はじめに 

都市部の幹線道路同士が交わる大規模交差点では，左

折交通の円滑な処理のため，隅切半径が大きく設定され

ることがある．その結果，左折車の速度が高くなり，歩

行者と左折車の巻き込み事故の危険性が増大する懸念が

ある．この問題の解決策として，交差点構造改良が検討

されるが，予算や用地制約等のため，実施は困難なこと

が多く，交差点カラー化や路面標示の工夫により，交差

点構造改良の代替をする対策が各所で実施されている．

この路面標示対策により事故削減効果があるといった例

も挙げられるが 1)，車両挙動に対してどのように影響す

るか，また歩車交錯へどのような影響を与えているか，

対策内容ごと，あるいはその組み合わせによる影響につ

いての詳細分析例はそれほど多くない例えば2) 3)． 

そこで本研究では，名古屋市内で路面標示による安全

対策が実施された箇所 4)に着目し，事前事後の観測デー

タの比較分析から，車両挙動や歩車交錯へ与える短期的

な影響を明らかにする．  

 

2. 調査地及び調査概要 

本研究では，愛知県名古屋市中区栄交差点にて，表-1

に示す日程で複数のビデオカメラによる観測調査を行っ

た．調査箇所の様子を図-1に示す．本交差点の安全対策

は，交差点流入部にエスコートマークを設置，交差点内

部の左折帯に赤色ゼブラの薄塗装を設置，の 2 点である．  

なお，対策前後で交通量に変化がみられず，交通状況

に差異はないことを確認している． 

 

3. エスコートマーク設置が速度に与える影響分析 

交差点流入部のエスコートマークについて，設置場所

を通過する自動車の速度変化を検証する．図-2のAB 間

（30.6m）を走行する自動車に対して，点A と点B の通

過時刻の差を記録し，走行速度を求める．ただし，先行

車が存在しない自由走行の自動車（大型車，自動二輪車

含む）を計測対象としている．交差点北側から流入する

自動車の速度特性を図-3と表-2に示す． 

図-3より，対策後左折車と右折車の速度のばらつきが

小さくなったことがわかる．また，直進車のばらつきは

それほど変化していないが，最高速度は低下している． 

表-2より，左折車の平均速度は有意に低下し，直進車

および右折車の平均速度は低下傾向にあるといえる． 

 

4. 左折帯薄塗装が利用者挙動に与える影響分析 

左折帯薄塗装について，設置場所を通過する自動車の

速度変化と，同区間を走行した左折車と横断歩道を渡る

歩行者との交錯状況の変化の観点から検証する．  

まず，図-4 の CD 間，DE 間を走行する各左折車に対

して，各断面の通過時刻を記録し，断面間の通過時間か

ら速度を求める．前章同様に自由走行の状態で，かつ，

EF 間の横断歩道前で停止しない自動車を計測対象とす

る．さらに，計測対象車の通行位置を，薄塗装上，内側

ゼブラ上，外側ゼブラ上で 3 分類し，各通行位置に関す

る平均速度を算出する．その結果を図-5 と表-3 に示す． 

図-3 速度特性の比較 

図-2 速度計測区間 

表-1 調査日程 

表-2 平均速度の比較および速度差の検定結果 

図-1 栄交差点 

（有意水準 ***p<0.01，**p<0.05，*p<0.10） 
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図-5より，すべての条件において事後の最高速度は事

前よりも減少していることがわかる． 

表-3より，CD 間，DE 間の両区間で薄塗装上，内側ゼ

ブラ上を走行する自動車の平均速度は有意に低下してい

る．一方，DE 間の外側ゼブラ上を走行する自動車は，速

度低下傾向がみられる． 

次に，左折車と横断歩行者および自転車との交錯状況

を，式(1)に示す PET 値指標 5)を用いて評価する． 

       𝑃𝐸𝑇 ൌ 𝑇஼ െ 𝑇௪[秒]        (1) 

𝑇௖・・・歩行者の交錯点通過時刻 

𝑇௪・・・自動車の交錯点通過時刻 

 今回は図-4におけるEF間の横断歩道上の交錯事象に関

して，PET値を取得した．その結果を図-6と表-4に示す． 

図-6より，中央値と75パーセンタイル値の顕著な増加

がみられ，また，ばらつきが大きくなったことが読み取

れる．表-4より，対策後にPET値が有意に増加し，左折車

と横断者の交錯危険性は低下したと考えられる． 

 

5. おわりに 

本研究では，路面標示による交差点安全対策が利用者

挙動に与える影響について分析した．その結果，停止線

上流へのエスコートマーク敷設により，左折車の交差点

進入速度を有意に低下させる効果，また直進車や右折車

の速度を低下させる傾向にあることがわかった．また，

左折車への安全対策としての赤色塗装帯により，隅角部

前半部で有意に速度低下がみられること，また，歩車交

錯危険性を低下させる可能性があることがわかった． 

今後は同一の安全対策が実施された箇所で同様の調

査を実施し，効果が発現するか検証する．  
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図-4 速度計測区間 

図-5 通行位置別の左折車速度の比較 

表-3 左折車速度の比較および速度差の検定結果 
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図-6 PET 値の比較 
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